
　福岡県では、毎月25日を飲酒運転撲滅の日と
して、飲酒運転による事故発生件数をゼロにし
ようと活動に取り組んでいます。
　市では飲酒運転撲滅啓発活動として、市内の
商業施設などで啓発を行い、市民に対して飲酒
運転の撲滅を呼びかけています。

　補償運転とは、加齢に伴う運転技能の低下を
補うために、自身の体調や天候、道路状況など
を考えて、安全に運転することです。
　運転に不安を感じたときは、補償運転を実践
して交通事故をなくしましょう。

飲酒運転撲滅
街頭啓発キャンペーン

「補償運転」知っていますか？
事故を起こさないためのマイルール

をつくりましょう

長距離運転はやめ
て、運転は近所の
スーパーと病院だけ
にしよう

夜は目が見えにくい
から運転は昼間だけ
にしよう

雨の日は視界が悪い
から、運転は晴れの
日だけにしよう

　本市は、令和３年２月に2050年までに温室効果ガス（二酸化炭素）排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボン
シティ大野城」宣言を行いました。この取り組みの一環として、新たに２種類の補助事業を開始しました。

新たな補助事業を開始しました
次世代自動車普及促進補助金・省エネ診断受診支援補助金

　平成１８年８月２５日に福岡市海の中道大橋で３人の幼い命が奪われた飲
酒運転事故から本年で17年になります。私たちは、この悲惨な事故を決し
て風化させてはいけません。
　飲酒運転事故は、被害者、加害者、そして両方の家族の生活を大きく変
えてしまいます。たとえ交通事故に至らなくても、飲酒運転をすること自
体が重大な犯罪です。飲酒運転を見かけたら必ず110番通報をしましょう。
　８月は、お盆などで飲酒の機会が増える時期です。家庭や会社などで、「お
酒を飲んだら運転しない」「お酒を飲んだ翌日に二日酔い運転にならない
よう、飲酒量、飲酒時間に気を付ける」など、今一度確認しましょう。

●県内の飲酒運転の発生状況
　福岡県内の令和４年中の飲酒運転による交通事故は９１件でした。前年よ
り３件減少しましたが、飲酒運転撲滅には程遠い状況となっています。また、
飲酒運転事故による死亡者数は令和４年中は３人でした。前年より３人減
少しましたが、「ゼロ」ではありません。
　「飲酒運転は絶対しない、させない、許さない、そして見逃さない」とい
う意識を持ち、飲酒運転ゼロを目指しましょう。

●問い合わせ先　生活安全課　☎（580）1897

※市税に滞納がある人や暴力団と関わりがある人は対象外です。

●問い合わせ先
循環型社会推進課ゼロカーボン推進担当　☎（580)1886

補助金名称 次世代自動車普及促進補助金 省エネ診断受診支援補助金

補助対象物
および
補助金の額

申請方法

必要なもの

補助対象者

省エネ診断（省エネ最適化診断、省
エネお助け隊による診断および省エ
ネ診断拡充事業の登録診断機関によ
る診断）の受診に要する費用の全額
（上限1万6500円）
※省エネ最適化診断とは、一般社団
法人省エネルギーセンターが実施
する省エネルギーのための改善提
案のこと
※省エネお助け隊とは、経済産業省
資源エネルギー庁が主催する地域プ
ラットフォーム構築事業で採択され
た省エネルギー支援団体のこと
※省エネ診断拡充事業とは、経済産業
省が主催する中小企業などに向けた
省エネルギー診断拡充事業のこと

※令和５年４月１日以降に初度登録または初度検査を受けた
次世代自動車および同日以降に設置した充電設備が対象

※次世代自動車は、リースも対象
※次世代自動車は、車検証の「使用の本拠の位置」が市内の
住所であって、「自家用・事業用の別」が自家用であること

※充電設備は、市内の住宅・事業所などに設置したもの
であること

※中古品は対象外

補助対象物を購入、リースまたは設置した市民および市
内に事業所などを有する人
※同一の補助対象物について他の市区町村から同様の補
助金を受けている場合は対象外

市内に主たる事業所を有する中小企
業者など
※他の地方公共団体から同様の補助
金を受けている場合は対象外

【共通】◇申請書◇本人確認書類◇購入費またはリース費
が確認できる書類の写し◇市税の滞納がないことの証明
書（１カ月以内に発行されたもの）◇領収書の写し（リー
スを除く）◇振込先口座の通帳などの写し◇請求書
【次世代自動車の場合】車検証の写し
【充電設備の場合】◇工事内容および経費内訳明細書◇
設置場所平面図◇電気配線図◇充電設備の仕様が確認で
きる書類◇設置した充電設備が確認できる写真◇設置し
た充電設備が納品された日が確認できる書類
※分譲共同住宅に充電設備を設置する場合は、総会など
で設置について議決されたことが確認できる議事録な
どの写しが必要

申請書などの様式は市ホームページから
ダウンロードしてください。

◇申請書兼請求書◇直近の確定申告
書および市内で事業を営んでいるこ
とが確認できる書類の写し◇省エネ
診断の結果が確認できる書類の写し
◇省エネ診断の費用を支払ったこと
が確認できる書類の写し◇市税の滞
納がないことの証明書（１カ月以内
に発行されたもの）◇振込先口座の
通帳などの写し

直接窓口

電気自動車

次世代
自動車

充電
設備

プラグインハイ
ブリッド自動車

購入費の1/3の額と８万
円のうちいずれか低い額
（1000円未満切捨て）

10万円

燃料電池自動車

急速充電設備

普通充電設備

充電用コンセント

20万円

５万円

直接窓口

飲酒運転は絶対しない させない 許さない！
飲酒運転撲滅週間８月２５日㈮～３１日㈭

次世代自動車
普及促進補助金

省エネ診断
受診支援補助金
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